
平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談の主な発言内容 平成25年11月29日 現在

対談市町名 対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

1 朝日町
対談項目１
県道桑名川越線の道
路整備について

朝日町を取り囲むように幹線道路が走って
いるが、課題として、特に桑名・いなべの
方から２３号線までなかなか抜けていけな
いので、迂回して、朝日町内の道路に入っ
てくるということがあり、安全上大変な課
題となっている。桑名の方で要望になって
いる桑名播磨線、ここの部分を施工するこ
とによって、桑名・いなべの方から２３号
線の方へ抜けていく一つの道路となる。同
時に桑名川越線を施工することによって、
安全が確保されるだけでなく、桑名ＩＣ・
朝日ＩＣの環状的な道路になるのではと思
う。そういう面では、安全確保と同時に利
便性、経済性の点でも有効な道路になるの
ではと思う。したがって、桑名播磨線と同
時に桑名川越線の２工区・３工区を早急に
施工していただきたい。

桑名川越線と国道１号線が交差する町屋橋
南詰交差点の所が特に朝夕を中心に慢性的
に渋滞しているということで要望をいただ
いていた。
国道１号線西側の第１工区、東側の第２・
３工区があるが、第１工区はこの７月８日
に完成したところである。橋梁や堤防の関
係でやり方を精査していて時間がかかって
いたが、第２工区については整備の方向性
が整理できたので、今年度橋梁予備設計、
道路予備・詳細設計を進め、来年度には事
業着手にむけた用地測量を実施したいと
思っているのでよろしくお願いしたい。第
３工区は員弁川河川堤防との兼用工作物で
あり、堤防の背後に民家や用水路が隣接し
ているため、拡幅するには様々な検討が必
要であったので、２工区とあわせて道路詳
細設計、堤防設計の業務委託を発注したと
ころであるので、細部に渡っての検討を引
き続き進めていきたいと思っている。
事業を進めるにあたっては、地元の皆さん
のご協力、ご理解も必要だと思うのでよろ
しくお願いしたい。
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平成２５年度「県と市町の地域づくり連携・協働協議会」（地域会議）１対１対談の主な発言内容 平成25年11月29日 現在

対談市町名 対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

2 朝日町
対談項目２
２級河川朝明川の河
床掘削について

員弁川については、これまで何年かに渡っ
て掘削や木の除去などにより安心の面が続
いている。
朝日町は員弁川と朝明川に挟まれている形
の中で、朝明川の流れが悪く、水量が多く
なると、支流の関谷川が逆流してしまうと
いったことで付近が浸水してしまう。関谷
川が逆流しない対応が必要であり、そうい
う面で改めて朝明川の対応、計画を立てて
いただきたい。

朝明川については、川越町地内の国道２３
号線から近鉄の橋までの間を堆積土砂を撤
去してきた。関谷川が合流する近鉄橋より
上流の部分についても点検をして緊急度の
高い所から順次堆積土砂の撤去をしっかり
と進めていきたい。
今年の１対１対談でも堆積土砂の撤去は非
常に多くの要望をいただいた。去年も大変
多かったので、今年度予算では特に堆積土
砂撤去の枠を設けたが、来年度も特別枠で
設ける予定である。
あわせて、堆積土砂撤去の優先順位とか、
どのように行われているのかというのを、
地元市町だけでなく全県的に見れるような
仕組みを展開していけるように今準備をし
ている。
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対談市町名 対談項目 各市町長の主な発言内容 知事の発言内容

3 朝日町

対談項目３
三重県総合博物館と
朝日町歴史博物館と
の連携について

来年開館する三重県総合博物館と朝日町の
歴史博物館との連携を機会があればお願い
したい。
この歴史博物館自体は平成９年に開館した
が、メインは飛鳥時代の古代寺院、縄生廃
寺の跡から出てきた唐三彩の壺で、重要文
化財にも指定されている。また、朝日町は
萬古焼発祥の地である。
県の博物館の所蔵物を借りて展示をすると
いった具体的な思いも持っているので、ぜ
ひお願いしたい。

新しくできる総合博物館においても萬古焼
をはじめ陶磁器類でだいたい2000点くらい
の所蔵をしている。そういう意味では、例
えば萬古焼を通じた連携というのを、所蔵
資料を貸し借りしあったり、共同調査をし
たり、学芸員の交流をしたりというような
連携が一層できればと思っている。開館前
に資料を出すというのは、今のタイミング
ではやや難しいが、開館後にそういうこと
ができれば良いと思う。
総合博物館が津にできるから津の人たちの
ものというのではなく、県全体の皆さんに
活用していただく、県全体の地域の博物館
と連携してこれから総合博物館がスタート
していくんだということを知っていただく
ために、総合博物館の一発目の企画展示と
して、来年40周年を迎える博物館協会と連
携した企画展示を開催する予定なので、そ
の中に朝日町歴史博物館も入れていただい
て共にＰＲしていただき、開館後は所蔵品
の貸し借り、共同調査、学芸員の交流、そ
ういうことでぜひとも交流しあえればと思
う。
そういう意味で、総合博物館に来た人が朝
日町の歴史博物館のことを知って行ってい
ただく、あるいは朝日町歴史博物館に来た
人が県総合博物館のことを知って行ってい
ただくというようなことで、様々な文化を
知る機会を提供できるような連携ができれ
ばと思っているので、引き続きよろしくお
願いしたい。
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